
1）13：15～ 14：30 【NPO法人ネパール・ミカの会】

こども達の未来は “識字 ”から始まる
講師：理事長・斉藤謹也 氏

2）14：45～ 16：15【認定NPO法人日本雲南聯
れんぎ

誼協会】
ハードからソフトへ、日本と雲南の交流を深める教育支援

～その活動の展開 ～
講師：理事長 初

はじかのけいらん

鹿野恵蘭氏

2014年 6月14日（土） 於：和光大学ポプリホール鶴川・多目的室（定員90名）

 参加無料

  あなたも私もできる ‘国際支援 ’　二つの例

( 両団体の紹介は裏面に掲載してあります）

中国・雲南省は東南アジアと接する山岳地帯で、漢民族の他に25 の
少数民族が独自の文化を守りながら暮らしています。都市部に比べて経
済や教育の面で取り残されがちな少数民族の子どもたち。

認定NPO 法人日本雲南聯誼協会は、14年
に渡ってそうした地域に23校の小学校を建
設し、学ぶ喜びと未来への希望を現地の子ど
もたちに贈り届けてきました。

講演では、雲南省の現状や支援活動を通
して目指す新しい日中間の人材育成につい
てお話し頂きます。

         ＊ビデオ上映有り（15分程度）

ネパール・ルンビニのこども達

「25の小さな夢基金」が応援する昆明女子中学・春蕾高校生クラス

中国・雲南のこども達

ネパール・ミカの会は、ネパール・ルンビニ (注）

地方を中心に、教育支援活動を続けて17年なります。

「ゆっくりと ささやかに 心を込めて 手から手へ」

を活動のモットーにして地道な活動を永く続けた

ことにより、現地の人々との強い信頼関係が生まれ、

大きな成果をあげています。

 スライドを交えてネパールの教育の現状とネパール

ミカの会の支援活動の様子をお話し頂きます。

＊開場は 13：00です

( 注）ネパール南部のイ ンドとの国境近くにある村。釈迦の生誕地として
も知られる仏教の聖地で、人々は優しいが生活は貧しい。



【NPO法人ネパール・ミカの会】
ネパールの子供たちへの教育支援を目的に、

1997 年に設立。「ミカ」はネパール語で眼を
意味し、支援している地域を訪ね、自分の目
で見て感じ、交流し、子どもたちの輝く瞳と
笑顔に出会うこと、それが私たち自身の悦び
につながっています。インド国境近くのルン
ビニ地区では校舎建設、制服、学用品の寄贈、
山岳都市タンセンまた首都カトマンドゥでは
図書の寄贈を中心に活動を続け、教育支援の
旅と中間調査で毎年ネパールを訪れています。

　国内では様々なイベントに参加し、ネパー
ルの民芸品、リサイクル品、食品等を販売す
ると共に、会の活動、ネパール教育の現状を
知っていただく広報活動をしています。

（http://www.nepal-mika.jp/）

～～～　ＦＡＸ番号：042-722-5330　～～～

6月14日（土）講演会を申し込みます。

①お名前：　　　　　　　　　　　　　　

②住所：(〒　　　　）(〒　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③参加人数：　　　名　　④ 電話: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【講演会参加申し込み・ＦＡＸフォーム】
下記フォームに必要事項をご記入の上、切り取らずにお申し込み下さい。(申込み期限：当日12：00）

問合せ：☎042-722-4260 町田国際交流センター

～～～　ＦＡＸ番号：042-722-5330　～～～

【認定NPO法人日本雲南聯誼協会（JYFA）】

中国雲南省貧困地域の少数民族児童を対象と
した教育支援事業を行う団体。

25の少数民族に小学校を2校ずつ建設する
ことを目標とした「50の小学校プロジェクト」
（現在23校が完成）、経済的条件や伝統的価値
観から進学が困難な少数民族女子高生を支援す
る「25の小さな夢基金」、小学校建設のフォロー
アップとしての衛生教育事業「100万回の手洗
いプロジェクト」などを行うかたわら、文化交流
事業、国内におけるイベント参加や講演会など
を行っている。

近年は、未来の日中関係を支える若者の育成
にも力を注いでいる。2000 年設立、2001年
NPO法人格取得、2010年国税庁認定取得。

（http://www.jyfa.org/）

≪講演団体の紹介≫

●和光大学ポプリホール鶴川アクセス
〒 195-0053 東京都町田市能ヶ谷 1丁目 2番 1号 
小田急線鶴川駅北口から徒歩 3分
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